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生涯健康都市[Ⅰ]

施策の成果とする指標名

政策

23年度

高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成[02]

　障がい者が安心して暮らしていけるように、入所及び通所施設を円滑に運営するための支援等を
行う。

行政評価
事業体系

分野

グループホーム等利用者数

施策名
部課名
課長名

施策No障がい者施設の整備・運営支援 02-08
内線

福祉部障害者福祉課
山形 2680

24年度 25年度
(見込み)

指標の推移
目標値
(28年度)

22年度
指標に関する説明

109(14)

○障がい者の地域生活の拠点である「スクラムあらかわ」の運営を支援するため、当該施設を運営
する社会福祉法人との連携を深めていく必要である。

○在宅で生活している障がい者が、地域で安心していきいきと暮らし続けることができるよう、日
中の活動場所の確保が必要となっている。

○児童から成人までの一貫した相談支援体制が必要とされており、学齢時の機能訓練事業を開始し
たが、今後も教育分野との連携が必要である。

区内の福祉作業所（10箇所）

区立生活実習所利用者数
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区立生活実習所利用者数

児童相談　※()内は学齢児
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分類についての説明・意見等
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《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

○「スクラムあらかわ」の安定した事業運営を支援するとともに、運営する社会福祉法人との連携
を深めるため、定期的な運営協議会の開催や利用者の意見を反映し、福祉サービスの充実を図る。

○区立通所施設の運営や区内民間作業所に対する補助等により、障がい者一人一人にあった居場
所・活動場所を整備し、地域生活を支援する。

○区立心身障害者福祉センターで、療育に関する様々な情報を提供し、保護者同士の情報交換の場
を整備・充実するとともに、ライフステージに沿った時々の課題に対し、教育分野等の関係機関と
連携し、支援していく。

居住の場・日中活動の場となる施設の安定した運営を支援する。推進

－
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No2

06-05-55

06-05-54

推進

06-05-57

06-05-56

39,309 40,004 継続

186,619 継続

2,454,470

16,078 16,078

2,410,034

5,3885,547

3,271 3,517 継続 継続

推進
新体系施設の安定的な運営のため
に、必要な事業である。

休止・
完了

継続

継続

推進

重点的
に推進

継続

継続

推進

現状の規模で実施する。

現状の規模で実施する。

児童相談や学齢児機能訓練の充実
を図る。

現状の規模で実施する。継続

06-05-47

06-05-46

06-05-45

06-05-10

現状の規模で実施する。

継続

区立の通所施設であり、円滑な事
業運営に取り組む。

現状の規模で実施する。

精神障がい者の相談支援体制の充
実を図る。

継続

継続

安定した施設運営に取り組む。

継続

分類についての説明・意見等

継続

推進

23年度

06-05-16

06-05-12

障がい者グループホーム費支
給事業

精神障がい者小規模作業所補
助事業

短期入所給付費支給事業

障がい児等の日中活動の場を確保
するために必要である。

継続

休止・
完了

26,731

継続

23,845 0

17,517 推進

休止・
完了

推進

22,386 継続

児童発達支援等事業 06-05-73

障がい者地域自立生活支援セ
ンター事業

06-05-74

重度身体障がい者グループ
ホーム運営支援事業

重度知的障がい者グループ
ホーム運営支援事業

06-05-67

06-05-68

継続1,027,5581,231,088 継続

障がい児通所支援給付費支給
事業

障がい者施設介護・訓練等給
付費支給事業

19,979 41,435

06-05-07

308,413

スクラムあらかわ運営等事業

精神障がい者地域生活支援セン
ター運営事業

現状の規模で実施する。

区立の通所施設であり、円滑な事
業運営に取り組む。

現状の規模で実施する。

地域移行の場として必要性が高
い。

小規模作業所は、平成25年度末ま
でに障害者総合支援法上の新体系
施設への移行を完了させる予定と
なっており、それをもって本補助
事業は終了となる。

グループホーム・緊急一時保護と
もに、要望のある利用者を受け入
れていく。

平成24年4月に新体系に移行したた
め事業終了

26,753

24年度

決算額（千円）

26年度

事務事業
No

施策推進のため
の分類

25年度

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名

34,228

200,516

荒川生活実習所・荒川福祉作業
所運営事業

障害者福祉会館運営事業

尾久生活実習所運営事業

33,921 推進

2,023 2,022 継続

505,381 114,198
重点的
に推進

51,084 50,941

心身障がい者小規模通所授産施設
事業補助（作業所ボンエルフ）

障がい者グループホーム及び
緊急一時保護寮運営事業

23,753

189,753

211,670 229,50506-05-53

06-05-52

推進06-05-09

50,125 74,504 継続

合　計

29,364 継続日中一時支援事業

日中活動サービス事業等補助
事業


